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　より質の高い住宅を追求することは、景気の動
向によって左右されるべきでないことは言うまで
もありません。むしろ、こういう時期だからこそ地
道により良い住宅としての「存在価値」を高める
ための取り組みをしておくことが重要だと考えて
います。それは、四季工房がたえまなく実践してき
たパッシブソーラーの採用、国産材への切り替え、
大工職人の手仕事の特化といった、思い切った転
換の歴史が教えてくれたことです。つまりは、“常
識的な家づくり”にいちいち疑問を抱いて、「家づ
くりはやはりこうあるべきでは」と手探りで理想
を追求してきた結果、地域職人の仕事の復権、住む
人の健康、そして地球環境にもやさしい……とい
うように、時代が次々と付加価値を付けてくれた
ことです。効率ばかりでなく理想を追求すること
が、住宅をつくることにおいて極めて重要なこと
であることは、後からわかったことなのです。不況
の時代にこそ価値のイノベーションが必要だとい
うのはこのためです。
　しかし、価値を追い求めるのはたやすいことで
はありません。たとえばボンドで固めた集成材を
プレカット加工し、ベニヤを張り合わせるやり方
をやめて、十分な量の木材を使い大工の手加工で
建てることは、効率を求める住宅とはまったく逆
の闘いとなります。これは国産材使用100％で、大
工の手仕事の家をつくりたいということが原点に
ありました。機械的作業を徐々に人の手に戻して
いく、あるいは自然の作用に任せていくこと。高度
成長の時代には何かと非効率なやり方だと言われ
たことが、少子高齢化で住宅着工が減少する時代
には、むしろまっとうなやり方になってきたと確
信しています。それどころか、たとえば効率を追求
した結果生まれた大量のプレカット施設のほうが
無用の長物になりつつあるのではと思えてくるの
です。

　これらの複合的価値を持つ住宅の時間軸を将来
に向けてみれば、「長寿命の住宅」と「高い環境性
能」が得られると思うのです。これは私どもにとっ
て興味深い発見です。いち工務店の取り組みが、住
まい手の家族を数代にわたって支えることができ
る、つまり「価値」や「住文化」の一翼を担ってい
るのだという自覚です。
　ここ１～２年、住宅業界にも吹き荒れるデフレ
の嵐の中にあって、価格破壊住宅を求める動きの
対極に、住宅としての究極の付加価値である「長
寿命」を求める人びとや社会の要請が強まってい
ることも確かです。四季工房では2010年、長期優
良住宅への本格的取り組みを始めましたが、それ
は、これまでの取り組みの基盤の上に築きつつあ
る住宅の理想形であります。その基礎的取り組み
を宣言文として表したのが、2009年に発表した、
「新・環境社会宣言」（ P.5）と「新・住まいのエコ」
（ P.19）です。私どもの理念を家づくりという実践
の場に移していくために必要な言葉・技術・心を
明確にし、自らの指針とするためのものでもあり
ます。
　四季工房が、日本社会にとってより良い住宅づ
くりの取り組みの手を緩めないのは、支持してく
れるお客さまと日本の住文化をつくっていくとい
う思いがあるからです。そして、四季工房は次の時
代につながる付加価値をつくり続けていきます。
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不況の時代こそ
住宅の付加価値を高めるための
努力を惜しまない。
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